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市
民
、
議
会
、
行
政
の
代
表
者
で
組
織

さ
れ
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会（
会
長

：

大
木
哲
市
長
）は
、
8
月
17
日
、
駐
日
米
国

大
使
館
、
外
務
省
、
総
務
省
、
防
衛
省
を

訪
問
し
、「
令
和
4
年
度
厚
木
基
地
の
早
期

返
還
と
基
地
対
策
の
抜
本
的
改
善
に
関
す

る
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、
厚
木
基
地
に
起
因
す
る

諸
問
題
の
解
決
と
市
民
負
担
の
解
消
に
向

け
、
基
地
の
整
理
・
縮
小
・
返
還
や
航
空

機
の
騒
音
対
策
・
安
全
対
策
の
徹
底
、
米

軍
関
係
者
の
規
律
保
持
の
徹
底
な
ど
を
求

め
る
と
と
も
に
、
第
一
種
区
域
等
の
見
直

し
に
係
る
騒
音
度
調
査
に
当
た
っ
て
は
当

市
の
騒
音
被
害
の
実
情
を
十
分
に
勘
案
・

評
価
す
る
こ
と
、
ま
た
、
住
宅
防
音
工
事

助
成
事
業
の
適
正
な
実
施
や
防
衛
関
連
の

補
助
金
・
交
付
金
の
拡
充
、
基
地
交
付
金

等
の
見
直
し
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
米
国
大
使
館
の
ザ
カ

リ
ー
・
ハ
ー
ケ
ン
ラ
イ
ダ
ー
安
全
保
障
政

策
担
当
参
事
官
は「
大
使
館
と
し
て
も
地
元

の
要
望
や
懸
念
は
理
解
し
て
い
る
。
空
母

艦
載
機
の
恒
常
的
訓
練
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
日
米
間
で
協
議
を
進
め
て
お
り
、

基
地
が
及
ぼ
す
影
響
の
軽
減
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

外
務
省
の
吉
川

ゆ
う
み
外
務
大
臣

政
務
官
は「
空
母
艦

載
機
の
着
陸
訓
練

に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
可
能
な
限

り
硫
黄
島
で
す
べ

て
の
訓
練
を
行
う

よ
う
米
側
に
求
め

て
い
く
と
と
も
に
、
恒
常
的
訓
練
施
設
を

早
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
防
衛
省
と
協
力

し
取
り
組
ん
で
い
く
。
在
日
米
軍
が
保
有

す
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐピ

ー

フ

ォ

ス

Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
）を

含
む
泡
消
火
剤
に
つ
い
て
は
、
米
側
か
ら
は

順
次
、
交
換
を
進
め
て
い
る
旨
説
明
を
受

け
て
お
り
、
こ
の
交
換
を
加
速
す
る
よ
う

求
め
て
い
く
。
在
日
米
軍
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
事
案
に
つ
い
て
は
、
感

染
状
況
を
可
能
な
限
り
公
表
す
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
お

り
、
地
元
の
か
た

が
た
の
不
安
解
消

に
向
け
日
米
間
で

の
連
携
を
一
層
強

化
し
て
い
く
」な
ど

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
中
川

問
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対
策
係

☎（
２
６
０
）５
３
１
０

（
２
６
０
）

５
３
１
６

貴
元
総
務
大
臣
政
務
官
は「
基
地
交
付
金
等

の
予
算
総
額
の
確
保
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
地
元
住
民
の
不
安
や
経
済
的
な
負
担

が
解
消
さ
れ
れ
ば
と
思
う
」な
ど
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

防
衛
省
の
深
澤
雅
貴
地
方
協
力
局
長
は

「
要
望
い
た
だ
い

た
内
容
は
厚
木
基

地
を
抱
え
る
地
元

の
皆
様
が
日
々
直

面
す
る
課
題
で
あ

る
と
改
め
て
認
識

し
て
い
る
。
本
年

６
月
に
厚
木
飛
行

場
周
辺
の
第
一
種

区
域
等
の
見
直
し

厚
木
基
地
に
起
因
す
る
市
民
負
担
の
解
消

や
基
地
周
辺
対
策
の
拡
充
な
ど
を
要
請

大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
が
要
請
活
動
を
実
施

外務省（吉川外務大臣政務官 左から4
人目）への要請活動

問保健福祉センター医療健診課健康診査・がん予防・新型コロナウイルス対策係
☎（260）5662 （260）1156

594594

6,2926,292

7,3237,323

2,1682,168

1,0381,038 1,2711,271

3,3613,361

4,3614,361

9,219人・28.4%9,219人・28.4%

1,315人・4.0%1,315人・4.0%

328人・1.0%328人・1.0%

893人・2.8%893人・2.8%

4,975人・15.3%4,975人・15.3%

1,698人・5.2%1,698人・5.2%

3,665人・11.3%3,665人・11.3%

合計32,523人合計32,523人

5,345人・16.4%5,345人・16.4%

5,085人・15.6%5,085人・15.6%

月別陽性者数 年代別陽性者数
（人）
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※県が市町村別陽性者数の公表を開始した令和2年4/18～今年9/10の人数。※人数は県の公表日時点のものです。※9月は10日までの人数。

一部のIP電話など左記番号につながらない場合は

☎045（285）0536

新型コロナに関するご相談は、こちらへ

ワクチンに関するご相談は、こちらへ

9/10
時点 市内の新型コロナ陽性者 発生状況

※広報やまと9月号まで掲載していた「症状程度別陽性者数」「年代別・症状程度別陽性者割合」のグラフは
　県の公表内容が変更となったため、今号から掲載しておりません。
※最新の陽性者数などの情報は市のホームページでもごらんになれます。
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神奈川県　新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル 大和市　新型コロナウイルス
総合相談窓口

大和市　新型コロナ自宅療養者
生活相談ダイヤル

大和市　新型コロナワクチンコールセンター 神奈川県　新型コロナワクチン
副反応等相談コールセンター

やまと24時間健康相談無休（24時間）

発熱や咳などの症状のある人、診
療可能な医療機関の案内、感染の
不安、健康・医療、C

コ コ ア

OCOA・濃
厚接触者に関すること

マスク飲食実施店認証制度に関
すること

L
ラ イ ン

INEコロナお知らせシステム、
その他

経営相談に関すること

協力金に関すること

月～金曜日8：30～17：15（祝日を除く）
発熱相談、相談先が分からない場合など

月～金曜日8：30～17：15（祝日を除く）

毎日　8：30～17：15
※電話が集中しており、つながりにくい場合があります。 ※ワクチン接種前の相談は受け付けていません。

（耳の不自由な人などの問い合わせ用） 24時間対応

24時間365日

平日（9：00～17：00）

☎（0570）056774 ☎046（261）8009

☎046（260）5637

☎046（260）0900　FAX046（260）0917
☎045（285）0719

☎0120（244）810
音
声
案
内

問
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
☎（
２
６
０
）５
６
６
５

（
２
６
２
）０
９
９
９

　

ミ
ラ
イ
ロ
I
Ｄ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
す
。
障
が
い
者
手
帳
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に
登
録
し
、
公
共
交
通
機

関
や
公
共
施
設
な
ど
で
登
録
後
の
画
面
を

見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
手
帳
と
同

様
に
割
引
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
内
の
公
共
施
設
で
も
利
用
料
の
減

免
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■「
ミ
ラ
イ
ロ
I
Ｄ
」で
減
免
が
受
け
ら
れ

る
公
共
施
設

　

引
地
台
温
水
プ
ー
ル
、
大
和
ゆ
と
り
の

森
駐
車
場
、
シ
リ
ウ
ス
駐
車
場
・
駐
輪
場
、

大
和
市
立
病
院
駐
車
場
。

※
登
録
方
法
は
ミ
ラ
イ
ロ
I
Ｄ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

※
同
手
帳
の
提
示
で
も
減
免

は
受
け
ら
れ
ま
す
。

障
が
い
者
手
帳
ア
プ
リ「
ミ
ラ
イ
ロ
I
Ｄ
」

が
市
内
の
公
共
施
設
で
使
え
ま
す

を
念
頭
に
騒
音
度
調
査
に
着
手
し
、
住
宅

防
音
工
事
の
待
機
世
帯
解
消
に
努
め
て
い

る
。
我
が
国
の
安
全
保
障
に
必
要
な
施
策

を
進
め
る
に
当
た
り
、
地
元
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
」な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
今
後
も
厚
木
基
地
に
起

因
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
民
の
負
担
解
消
と
多
大
な
負
担

に
見
合
っ
た
国
の
補
助
や
支
援
な
ど
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

総務省（中川総務大臣政務官 左奥)
への要請活動

防衛省（深澤地方協力局長 左から4人目）へ
の要請活動


